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経済危機に際して
市民への安心施策は
平成会　秋元 良夫　議員

総括質問 

議
員

　百
年
に
一
度
と
言
わ

れ
る
世
界
的
な
経
済
危
機
に

際
し
て
、
市
民
に
安
心
の
気

持
ち
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

い
か
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長

　新
年
度
予
算
で
は
、

子
育
て
家
庭
支
援
と
し
て
、

対
象
年
齢
を
拡
大
し
た
子
ど

も
医
療
費
支
給
事
業
の
準
備

や
、
児
童
扶
養
手
当
と
同
様

の
支
援
を
父
子
家
庭
に
行
う

児
童
育
成
手
当
支
給
事
業
な

ど
を
実
施
す
る
。
市
は
、
国

や
県
よ
り
生
活
に
密
着
し
た

住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
積
極
的
に
耳
を

傾
け
、
市
政
に
反
映
し
て
い

き
た
い
。

議
員

　経
済
情
勢
悪
化
に
よ

る
税
収
減
に
よ
り
、
予
算
編

成
が
非
常
に
困
難
な
自
治
体

も
出
て
き
て
い
る
中
で
、
本

市
の
財
政
運
営
の
現
状
認
識

と
今
後
の
方
向
は
。

市
長

　景
気
影
響
を
受
け
に

く
い
個
人
市
民
税
・
固
定
資

産
税
が
、
市
税
収
入
の
約
８

今
後
の
財
政
運
営
は

高
齢
社
会
へ
の

対
応
は

▲自由に走り回れて“わんダフル”…４月４日、道満グリー
ンパークにドッグランがオープン

議
員

　本
市
で
想
定
さ
れ
る

高
齢
社
会
の
課
題
整
理
と
準

▲

親
子
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
…
プ
リ
ム
ロ

ー
ズ
に
て

割
を
占
め
て
お
り
、
急
激
な

税
収
減
は
な
い
と
考
え
る

が
、
福
祉
関
連
経
費
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
施
設
老
朽
化

に
伴
う
更
新
な
ど
、
将
来
に

わ
た
り
多
額
の
経
費
が
必
要

と
な
る
。
行
政
評
価
等
に
よ

る
事
業
の
見
直
し
、
効
率
的

な
行
政
運
営
、
市
税
収
入
確

保
に
努
め
、
財
政
の
健
全
性

を
堅
持
し
て
い
き
た
い
。

備
を
着
実
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長

　現
状
の
高
齢
者
福
祉

の
あ
り
方
で
は
、
需
要
を
満

た
す
こ
と
や
負
担
、
財
源
に

限
界
が
早
晩
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い

地
域
社
会
づ
く
り
の
視
点
に

立
っ
て
、
公
私
の
役
割
を
見

直
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

中
心
の
地
域
特
性
に
合
っ
た

新
し
い
仕
組
み
の
構
築
が
必

要
と
考
え
る
。
第
４
次
総
合

振
興
計
画
で
の
重
点
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

総括質問とは、新年度の施政方針また
は市長就任時に行われる所信表明に対す
る質問で、2人以上で構成する会派によ
る代表制質問のことです。
今定例会では、3月 4 日の本会議にお
いて、5人の議員が会派を代表して総括
質問を行い、市長の施政方針に対して考
えをただしました。
なお、施政方針の内容は、4月 1 日号
の「広報戸田市」に掲載されていますの
で、あわせてご覧ください。
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よ
る
昼
休
み
の
開
室
な
ど
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
っ

て
い
く
。

議
員

　ｔ
ト

コ

ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
東
循

環
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、

川
口
市
の
大
型
商
業
施
設
利

用
者
も
視
野
に
入
れ
て
は
ど

う
か
。

市
長

　買
物
・
食
事
は
通
勤
・

通
院
に
次
ぐ
利
用
状
況
で
あ

り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

新曽土地区画整理事業の
早期完了を

志政クラブ　石井 民雄　議員

本市の将来都市像は

公明党　神谷雄三　議員

総括質問 

議
員

　新
曽
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
当
初
の
予
定
か
ら

大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
基
盤

整
備
は
未
来
の
本
市
へ
の
投

資
で
あ
り
、
早
期
完
了
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長

　同
事
業
は
、
本
市
の

未
来
都
市
を
創
り
出
す
大
重

点
事
業
で
あ
る
た
め
、
可
能

な
限
り
財
源
を
投
じ
、
で
き

る
限
り
早
期
竣
工
を
目
指

し
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

　都
市
を
語
る
と
き
、

都
市
は
多
面
体
で
あ
る
。
市

長
は
戸
田
市
の
目
指
す
都
市

像
を
一
つ
に
絞
っ
て
語
ろ
う

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
。

市
長

　平
成
21
年
度
施
政
方

針
で
は
「
オ
ア
シ
ス
の
よ
う

な
ま
ち
」と
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

首
都
に
隣
接
し
、
水
と
緑
に

あ
ふ
れ
、
生
活
の
拠
点
と
し

て
人
々
が
憩
う
本
市
は
、
ま

さ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

議
員

　図
書
館
は
開
館
か
ら

25
周
年
を
迎
え
る
。
内
容
の

充
実
は
ど
う
か
。
知
の
館
と

し
て
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
な
ど
主
体
的

に
動
く
事
業
も
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

市
長

　設
立
25
年
を
記
念
し

企
画
展
を
開
催
す
る
予
定
。

要
望
の
高
い
大
型
絵
本
の
貸

し
出
し
な
ど
貸
出
業
務
の
充

実
と
分
室
運
営
の
見
直
し
に

議
員

　彩
湖
に
は
昔
の
面
影

が
残
り
、
数
多
く
の
野
鳥
が

生
息
し
、
ま
た
、
当
地
に
飛

来
し
、
羽
を
休
め
る
様
子
も

見
ら
れ
る
。
彩
湖
周
辺
の
豊

か
な
自
然
を
学
習
教
材
と
し

て
活
用
す
る
取
り
組
み
を
。

市
長

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

野
鳥
・
植
物
・
昆
虫
等
を
対

象
と
し
た
各
種
講
座
の
開
催
、

市
内
の
小
学
４
年
生
を
中
心

に
、
自
然
体
験
の
で
き
る
学

習
活
動
に
取
り
組
み
、
年
間

１
８
０
０
人
以
上
の
子
ど
も

た
ち
が
来
館
し
て
い
る
。

議
員

　本
市
の
高
齢
者
数

は
、
05
年
か
ら
の
30
年
間
で

２
・
５
倍
へ
急
増
す
る
と
権

威
あ
る
機
関
が
予
測
し
て
い

る
。
若
い
街
と
さ
れ
て
き
た

本
市
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設

や
マ
ン
パ
ワ
ー
が
十
分
で
は

な
い
。
高
齢
者
の
絶
対
数
増

と
高
ス
ピ
ー
ド
に
、
ど
う
備

え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

市
長

　高
齢
者
福
祉
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
、
重
要
課
題

と
と
ら
え
て
い
る
。
今
後
も

的
確
か
つ
迅
速
に
高
齢
者
福

祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

彩
湖
自
然
学
習
セ
ン

タ
ー
の
活
用
は

高
齢
者
急
増
へ
の

備
え
は

債
務
解
消
へ
の

展
望
は

図
書
館
の
充
実
策
は

東
循
環
バ
ス
路
線
の

利
便
性
向
上
を

議
員

　平
成
20
年
度
末
の
市

債
残
高
は
、
土
地
開
発
公
社

▲

自
然
が
残
る
彩
湖
の
野
鳥
観
察
会
へ
ぜ
ひ
！

▲

オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　野
鳥
観
察
会
は
、
毎
年
６

回
ほ
ど
実
施
し
、
周
辺
で
は

オ
オ
タ
カ
、ハ
ヤ
ブ
サ
、チ
ョ

ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
等
50
種
類
余
り

の
野
鳥
を
観
察
し
て
い
る
。

　今
後
も
市
民
の
身
近
な
自

然
観
察
の
場
、
児
童
・
生
徒

の
自
然
学
習
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

き
た
い
。

へ
の
債
務
保
証
額
を
合
わ
せ

る
と
、
約
５
０
０
億
円
が
見

込
ま
れ
、
21
年
度
一
般
会
計

予
算
を
上
回
る
額
と
な
っ
て

い
る
。今
後
の
削
減
計
画
は
。

市
長

　市
税
等
の
歳
入
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、
新
規
起
債

事
業
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
世
代
間
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
、
財
政
の

健
全
性
を
堅
持
し
た
総
合
振

興
計
画
の
具
現
化
と
、
市
民

の
要
望
に
沿
っ
た
施
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。 


